
  

アジア・太平洋戦争中、旧日本

軍の占領直後のシンガポールで

父を亡くした沈素菲（シムスーウ

ィー）さん（90）が 6日、横浜

市であった集会にオンラインで

参加し、当時を証言した。日本軍

による華僑虐殺事件で亡くなっ

たとみられ、「この不幸を繰り返

さないために、次世代に伝えてほ

しい」と語った。        

沈さんは、父が「華僑粛清事件」

で殺害されたと考えている。日本

軍は占領直後、マレー半島各地で

「抗日分子」を選別し、裁判なし

に多数を処刑していた。正確な犠

牲者数は分からないが、日本側の報告で5千人、シンガポールでは4万～5万人とも言われる。 

 この日会場で講演したシンガポールの研究者林少彬（リムシャオビン）さん（68）によると、インテリ

風に見えるというだけで「抗日」とされたという証言もある。沈さんの父は銀行職員だった。 

出典: (『朝日新聞』2025 年 12 月 6 日より） 

 

軍国少年だった叔父・橋本忠  侵攻したマレー半島で何が 

広島に住む橋本和正さんは、叔父・橋本忠さんが

処刑された理由について家族から何も聞かされて

いませんでした。ところが20年ほど前、戦争犯罪

について書かれた書籍で偶然、叔父（橋本正少尉、

BC 級戦犯として処刑）の名前を見つけたことがき

っかけで、戦争裁判の記録を取り寄せました。 

忠さんの甥・橋本和正さん・・・ 

「（書籍の）中に「橋本少尉」という名前が出てき

てびっくりしたというか、心臓が飛び出すくらい驚

いて。（虐殺現場に）ともに連れて行ったインド系の

警察官が『これらの人たち（華僑）に疑いをかける

としても取り調べをしたうえで裁判にかけてでな

いと処刑とかそういうことはできませんよ』と言っ

たと。だけど橋本（忠）が『自分が責任を持つ。責

任をとるから』と。裁判記録に残っているものでさ

え、（家族や）周りの人は教えてくれなかった」

出典: (ＴＢＳテレビ 2025 年 9 月 20 日より） 
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市民団体「アジア・フォーラム横浜」の集会で証言するシンガポールの沈素菲（シムスーウィー）さん（画面上）=2025

年 12 月 6 日、横浜市内、平川仁撮影 

日本軍の華僑虐殺 

父を亡くした 90歳が証言 


